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⑶　浄水施設
ア　伊勢原浄水場

施設概要

施　　設 形　　　状　　　寸　　　法 数　　量 備　　考

着 水 井 内径20.0ｍ×有効水深5.0ｍ、有効容量1,100㎥ １池 HWL＋117.0ｍ

沈 で ん 池
長さ40.7ｍ×幅40.7ｍ×深さ5.5ｍ
１池当たり処理能力　55,000㎥／日
横流式傾斜板沈でん池

４池

急 速 ろ 過 池
長さ16.6ｍ×幅10.0ｍ×深さ3.93ｍ　重力式
ろ過面積137㎡／池、ろ過速度120ｍ／日
１池当たり処理能力　16,400㎥／日

16池

本 館 管理室、事務室、機械電気室、水質試験室、薬品貯蔵室、地下１階地上
３階4,515㎡ １棟

排水処理設備 排水池、排泥池、濃縮槽、横型加圧脱水機、排水槽、放流水設備、排水
処理棟 １式

伊勢原接合井 内径10.4ｍ×深さ56.2ｍ　地下７階
※相模川水系建設事業（第１期）で築造 １池 HWL＋65.25ｍ

LWL＋62.14ｍ

伊勢原浄水場平面図

所 在 地　神奈川県伊勢原市日向1297番地
敷 地 面 積　73,816㎡
施 設 能 力　220,000㎥／日
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イ　相模原浄水場

施設概要（※は相模川水系建設事業（第１期）増強完了後の仕様）

施　　設 形　　　状　　　寸　　　法 数　　量 備　　考

着 水 井
（相模原分水池） 内径20.0ｍ×有効水深9.3ｍ、有効容量2,920㎥ １池 HWL＋110.3ｍ

沈 で ん 池
長さ25.5ｍ×幅34.6ｍ×深さ5.4ｍ
１池当たり処理能力　44,000㎥／日※
横流式傾斜板沈でん池

12池

急 速 ろ 過 池
長さ14.7ｍ×幅11.8ｍ×深さ3.85ｍ　重力式
ろ過面積144㎡／池、ろ過速度130.9ｍ／日※
１池当たり処理能力　18,850㎥／日※

32池

浄 水 池 長さ91.64ｍ×幅49.62ｍ×有効水深5.5ｍ、有効容量23,000㎥
（相模川水系建設事業（第１期）で築造） １池 HWL＋103.0ｍ

LWL＋ 97.5ｍ

本 館 管理室、事務室、機械電気室、水質試験室、薬品貯蔵室、薬品注入機室、
地下１階地上４階9,496㎡ １棟

排水処理設備 排水池、排泥池、濃縮槽、横型加圧脱水機※、排水処理棟※ １式

相模原浄水場平面図

排
水
処
理
棟

非常用発電設備

フロック形成池フロック形成池
沈でん池沈でん池

フロック形成池フロック形成池

フロック形成池フロック形成池 フロック形成池フロック形成池

沈でん池沈でん池

沈でん池沈でん池 沈でん池沈でん池

着水井
（相模原分水池）

相模原小水力発電所

活性炭処理棟
酸注入設備棟

急速ろ過池

急速ろ過池

急速ろ過池

急速ろ過池

本館

塩
素
混
和
池

※

浄
水
池

受変電設備

調
整
池
(1)

調整池(2)

太陽光発電設備

※

Ｐ
Ｃ
調
整
池

高
架
調
整
池

送
水
ポ
ン
プ
所

排
水
池

排
泥
池

濃
縮
槽 ※

排水処理本館

※は相模川水系建設
事業（第１期）で築造

次亜注入設備棟

混和池混和池

混和池混和池 混和池混和池

混和池混和池

正
　
門

所 在 地　神奈川県相模原市南区下溝2714番地
敷 地 面 積　229,402㎡
施 設 能 力　527,600㎥／日※
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ウ　西長沢浄水場

施設概要

施　　設 形　　　状　　　寸　　　法 数　　量 備　　考

着 水 井 内径20.0ｍ×有効水深9.25ｍ、有効容量2,900㎥ １池 川崎市施設
HWL＋90.0ｍ

沈 で ん 池
長さ25.0ｍ×幅40.9ｍ×深さ5.2ｍ
１池当たり処理能力　78,140㎥／日
横流式傾斜板沈でん池

12池

急 速 ろ 過 池
長さ17.4ｍ×幅11.6ｍ×深さ6.55ｍ　重力式（自己逆流洗浄型）
ろ過面積151㎡／池、ろ過速度177ｍ／日
１池当たり処理能力　26,700㎥／日

36池

浄 水 池 長さ107.2ｍ×幅95.4ｍ×有効水深5.0ｍ、有効容量50,000㎥ １池 HWL＋83.4ｍ
LWL＋78.4ｍ

本 館 管理室、事務室、機械電気室、地下１階地上２階2,179㎡ １棟

薬 品 館 自家発電機室、水質試験室 １棟

排水処理設備 排水池、排泥池、濃縮槽、二次濃縮設備、ろ布走行型加圧脱水機、排水処
理棟 １式

西長沢浄水場平面図

酸
注
入
棟

次亜棟
活性炭棟

給水塔

調 整 池

川崎市施設

着水井

混
和
池

正
門

浄 水 池

本

　館

濃縮槽

塩素混和池

薬
品
館

排水処理棟

排水処理本館

排
水
池

排
泥
池

急速ろ過池

フロック形成池フロック形成池
フロック形成池フロック形成池

フロック形成池フロック形成池

フロック形成池フロック形成池

沈　で　ん　池沈　で　ん　池

沈　で　ん　池沈　で　ん　池

沈　で　ん　池沈　で　ん　池

沈　で　ん　池沈　で　ん　池

二次濃縮設備

太陽光発電設備

所 在 地　神奈川県川崎市宮前区潮見台４番１号
敷 地 面 積　125,906㎡
施 設 能 力　937,700㎥／日

潮見台配水池

長沢浄水場へ
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エ　綾瀬浄水場

施設概要

施　　設 形　　　状　　　寸　　　法 数　　量 備　　考

着 水 井 長さ34.2ｍ×幅14.0ｍ×有効水深5.0ｍ（小判型）有効容量2,113㎥ １池 HWL＋45.7ｍ

沈 で ん 池
長さ23.7ｍ×幅30.8ｍ×深さ6.3ｍ
１池当たり処理能力　62,500㎥／日
横流式傾斜板沈でん池（フィン付傾斜板）

８池

急 速 ろ 過 池
長さ16.68ｍ×幅10.44ｍ×深さ7.1ｍ　重力式（自己逆流洗浄型）
ろ過面積139.11㎡／池、ろ過速度179.7ｍ／日
１池当たり処理能力　25,000㎥／日

24池

管 理 本 館 管理室、事務室、電気室、水質試験室、薬品貯蔵室、薬品注入機室、自家
発電機室、車庫兼災害倉庫、地下２階地上３階13,603㎡ １棟

排水処理設備 排水池、排泥池、濃縮槽、横型加圧脱水機、排水処理棟 １式

綾瀬浄水場平面図

太陽光発電設備

活性炭注入棟

酸注入設備棟酸注入設備棟

排水処理棟排水処理棟

受変電設備受変電設備

排水池排水池

排泥池排泥池

濃縮槽濃縮槽

着水井着水井

給水塔給水塔

雨水調整池雨水調整池

管理本館管理本館

調整池（2）調整池（2）

調整池（1）調整池（1）

送水
ポン
プ所

送水
ポン
プ所

後塩素混和池後塩素混和池

県
道（
丸
子・
中
山・
茅
ヶ
崎
線
）

県
道（
丸
子・
中
山・
茅
ヶ
崎
線
）

急速ろ過池急速ろ過池

正門正門

西門西門

フロック形成池

フロック形成池

フロック形成池

フロック形成池

沈　で　ん　池

沈　で　ん　池
沈　で　ん　池

沈　で　ん　池

所 在 地　神奈川県綾瀬市吉岡887番地
敷 地 面 積　234,495㎡
施 設 能 力　500,000㎥／日
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⑷　送水施設
ア　創設事業

　送水路線は、構成団体の送配水施設と密接な連係を保つとともに、給水地点における管理を容易にする
ため、浄水場から自然流下方式により送水している。送水路線は浄水場別の３系統とし、構成団体に対し
22箇所（臨海地区（４箇所）を１箇所として計上）の給水地点から必要水量を供給するもので、３系統合わ
せて内径2,800㎜から内径700㎜までの送水管（延長約108㎞）が布設され、調整池９池（総有効容量
273,600㎥）が設置されている。また、本庁舎に隣接して企業団の水運用機能の中枢である水運用センター
を設置し、効率的な水運用を行っている。

施設概要

施　　設 所　　在　　地 内　　　　　　　容 備　　考

伊
勢
原
浄
水
場
系
統

送 水 管 内径1,650㎜～内径700㎜
延長約39,200ｍ

調
整
池

伊 勢 原(1) 伊勢原市日向（伊勢原浄水場内）
長さ111.4ｍ×幅75.4ｍ×有効水深5.0ｍ
有効容量40,000㎥

HWL＋110.0ｍ
LWL＋105.0ｍ

藤 沢 藤沢市稲荷 長さ76.0ｍ×幅34.2ｍ×有効水深8.0ｍ
有効容量20,000㎥

HWL＋ 47.5ｍ
LWL＋ 39.5ｍ

相

模

原

浄

水

場

系

統

送 水 管 内径2,000㎜～内径1,000㎜
延長約31,400ｍ

調
　

　

整
　

　

池

相 模 原(1) 相模原市南区下溝（相模原浄水場内）

長さ80.1ｍ×幅51.7ｍ×有効水深5.0ｍ
有効容量20,000㎥
※創設事業で浄水池として築造

HWL＋102.6ｍ
LWL＋ 97.6ｍ

相 模 原(2) 　　　〃 長さ114.8ｍ×幅80.0ｍ×有効水深5.0ｍ
有効容量40,000㎥

HWL＋102.3ｍ
LWL＋ 97.3ｍ

相模原（高架） 　　　〃 内径52.0ｍ×有効水深5.0ｍ
有効容量10,000㎥

HWL＋128.0ｍ
LWL＋123.0ｍ

矢 指 横浜市旭区矢指町

１ 号 池　長さ70.0ｍ×幅19.5～47.2ｍ（台形）
　　　　　×有効水深5.0ｍ
２ 号 池　長さ85.8ｍ×幅42.6ｍ×有効水深5.0ｍ
有効容量　合計30,000㎥

HWL＋ 83.3ｍ
LWL＋ 78.3ｍ

送 水 ポ ン プ 相模原市南区下溝
（相模原浄水場内）

出力900kW／台　３台
（他に相模川水系建設事業増設分１台あり）

西
長
沢
浄
水
場
系
統

送 水 管 内径2,800㎜～内径1,000㎜
延長約37,800ｍ

調　

整　

池

西 長 沢 川崎市宮前区潮見台
（西長沢浄水場内）

長さ180.0ｍ×幅68.8ｍ×有効水深5.0ｍ
有効容量60,000㎥

HWL＋ 82.2ｍ
LWL＋ 77.2ｍ

保 木 横浜市青葉区美しが丘西 長さ80.8ｍ×幅51.8ｍ×有効水深5.0ｍ
有効容量20,000㎥

HWL＋ 79.2ｍ
LWL＋ 74.2ｍ

港 北 横浜市都筑区二の丸 長さ80.3ｍ×幅66.3ｍ×有効水深6.5ｍ
有効容量33,600㎥

HWL＋ 60.0ｍ
LWL＋ 53.5ｍ
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イ　相模川水系建設事業（第１期）

　送水路線は、新設の綾瀬浄水場から３系統、既設の相模原浄水場から２系統のほか、相模原浄水場系統
と西長沢浄水場系統を連絡する送水管を布設し、構成団体に対し17箇所の給水地点から必要水量を供給
している。これらの６系統合わせて内径2,000㎜から内径600㎜までの送水管延長約95㎞を布設するとと
もに、調整池９池（総有効容量220,000㎥）を築造した。
　また、新設の綾瀬浄水場系統の送水管と既設の２浄水場（伊勢原、相模原）系統の送水管を連絡した他、
既設の２浄水場（相模原、西長沢）系統の送水管を連絡した。このことにより、各浄水場間の浄水の相互
融通が可能になった。

施設概要

施　　設 所　　在　　地 内　　　　　　　容 備　　考

綾

瀬

浄

水

場

系

統

送 水 管 内径2,000㎜～内径600㎜
延長約70,100ｍ

調
　
　

整
　
　

池

綾瀬(1)・(2) 綾瀬市吉岡（綾瀬浄水場内）
長さ88.8ｍ×幅84.8ｍ×有効水深7.0ｍ
有効容量50,000㎥×２池

HWL＋ 32.7ｍ
LWL＋ 25.7ｍ

小 雀 横浜市戸塚区
小雀町

１ 号 池　長さ74.7ｍ×幅17.7ｍ～32.7ｍ×有効水深6.0ｍ（台形）
２ 号 池　長さ89.7～14.2ｍ×幅19.2～52.7ｍ×有効水深6.0ｍ（L形）
有効容量　合計30,000㎥

HWL＋ 54.0ｍ
LWL＋ 48.0ｍ

朝 比 奈 横浜市栄区上郷町
１ 号 池　長さ113.8ｍ×幅23.05ｍ×有効水深6.0ｍ
２ 号 池　　　　　　〃
有効容量　合計30,000㎥

HWL＋ 93.0ｍ
LWL＋ 87.0ｍ

田 浦 逗子市沼間 内径26.0ｍ×有効水深10.0ｍ
有効容量5,000㎥

HWL＋ 82.0ｍ
LWL＋ 72.0ｍ

太 田 和 横須賀市平作 長さ50.35ｍ×幅54.0ｍ×有効水深4.0ｍ
有効容量10,000㎥

HWL＋ 82.0ｍ
LWL＋ 78.0ｍ

送

水

ポ

ン

プ

綾 瀬 送 水
ポ ン プ 所

綾瀬市吉岡
（綾瀬浄水場内）

横須賀方面　出力  1,130kW／台　４台
大和方面　出力　910kW／台　２台
上今泉方面　出力　420kW／台　３台

小 雀
ポ ン プ 場

横浜市戸塚区
小雀町

出力1,450kW／台　１台
出力1,100kW／台　２台

港 南 台
ポ ン プ 場

横浜市磯子区
峰町 出力290kW／台　３台

伊
勢
原
浄
水
場
系
統

調　

整　

池

伊 勢 原(2) 伊勢原市日向（伊勢原浄水場内）
長さ70.4ｍ×幅66.4ｍ×有効水深5.0ｍ
有効容量20,000㎥

HWL＋110.0ｍ
LWL＋105.0ｍ

相
模
原
浄
水
場
系
統

送 水 管 内径1,350㎜～内径1,100㎜
延長約9,700ｍ

調

整

池

相 模 原
PC調 整 池

相模原市南区下溝
（相模原浄水場内）

内径50.5ｍ×有効水深5.0ｍ
有効容量10,000㎥

HWL＋128.0ｍ
LWL＋123.0ｍ

淵 野 辺
調 整 池

相模原市中央区
高根

１ 号 池　長さ39.3ｍ×幅34.1ｍ×有効水深7.0ｍ
２ 号 池　長さ24.3ｍ×幅37.6ｍ×有効水深7.0ｍ
有効容量　合計15,000㎥

HWL＋116.9ｍ
LWL＋109.9ｍ

送
水
ポ
ン
プ

相模原送水
ポ ン プ 所

相模原市南区下溝
（相模原浄水場内）

淵野辺方面　出力　200kW／台　２台
出力　900kW／台　１台

連
絡
施
設

送 水 管 内径1,200㎜～内径800㎜
延長約15,100ｍ

送
水
ポ
ン
プ

い ぶ き 野
ポ ン プ 場

横浜市緑区
いぶき野 出力400kW／台　４台
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8
　
給
水
地
点

⑴
　
給
水
系
統
図

ア
　
酒
匂
川
水
系（
一
部
相
模
川
水
系
分
を
含
む
。）

（
取
水
地
点
）

（
浄

水
場
）

（
供
給
対
象
）

日
　
　
　
向
 

伊
勢
原
市
日
向
字
北
新
田

上
　
粕
　
屋
 

伊
勢
原
市
三
ノ
宮

南
　
金
　
目
 

平
塚
市
北
金
目

吉
　
　
　
沢
 

平
塚
市
上
吉
沢

小
　
　
　
野
 

厚
木
市
小
野

本
　
　
　
郷
 

海
老
名
市
本
郷

飯
泉
取
水
堰

1
,4
22
,3
00
㎥
／
日

P
神

奈
川

県

飯
泉
ポ
ン
プ
場

22
0
,0
00
㎥
／
日

20
4,
60
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　　　第１章　総則
 （企業団の名称）
第１条　この企業団は、神奈川県内広域水道企業団（以下「企業団」という。）という。
 （企業団を組織する地方公共団体）
第２条　企業団は、神奈川県、横浜市、川崎市及び横須賀市（以下「構成団体」という。）をもって組織する。
 （企業団の共同処理する事務）
第３条　企業団は、水道用水供給事業の経営に関する事務を共同処理する。
 （企業団の事務所の位置）
第４条　企業団の事務所は、横浜市旭区矢指町1194番地に置く。
　　　第２章　企業団の議会
 （企業団の議会の組織及び議員の選挙の方法）
第５条　企業団の議会の議員（以下「企業団議員」という。）の定数は11人とし、構成団体の議会において
それぞれ当該議会の議員のうちから選挙された者をもって充てる。
2　前項の規定により選挙される企業団議員の数は、それぞれ次のとおりとする。
　　神奈川県　３人
　　横 浜 市　４人
　　川 崎 市　３人
　　横須賀市　１人
 （企業団議員の任期）
第６条　企業団議員の任期は、構成団体の議会の議員としての任期とする。
２　企業団議員が構成団体の議会の議員の職を失ったときは、企業団議員の職を失う。
 （企業団の議会の事務局）
第７条　企業団の議会に事務局を置く。
　　　第３章　企業団の執行機関
 （企業長）
第８条　企業団に企業長を置く。
２　企業長は、企業団を統轄し、これを代表する。
３　企業長の任期は、４年とする。

神奈川県内広域水道企業団規約

（ ）昭 和 4 4 年 ５ 月 １ 日　
自治許第  302  号自治大臣許可　

改正　昭和46年12月27日自治許第515号
平成13年４月17日総行市第  54  号
平成19年１月25日総行市第  11  号
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 （副企業長）
第８条の２　企業団に副企業長１人を置く。
２　副企業長は、企業長を補佐し、企業長に事故があるとき、又は企業長が欠けたときは、その職務を代
理する。
３　副企業長は、企業長が企業団の議会の同意を得て選任する。
４　副企業長の任期は、４年とする。ただし、企業長は、任期中においてもこれを解職することができる。
 （補助職員）
第９条　企業団に職員を置く。
２　前項の職員は、企業長が任免する。
 （監査委員）
第10条　企業団に監査委員２人を置く。
２　監査委員の任期は、３年とする。
３　監査委員は、企業長が企業団の議会の同意を得て選任する。
４　監査委員に事務局を置く。
　　　第４章　企業団の経費
（企業団の経費の支弁の方法）
第11条　企業団の経費は、料金、企業債、補助金、負担金その他の収入をもって充てる。
２　前項の負担金は、構成団体の協議により定める。
　　　附　則
　この規約は、自治大臣の許可の日から施行する。
　　　附　則（昭和46年12月27日自治許第515号）
　改正後の規約は、自治大臣の許可の日から起算して１月をこえない範囲内で神奈川県内広域水道企業団
の規則で定める日から施行する。ただし、第２条及び第５条第２項の改正規定は、昭和47年４月１日か
ら施行する。
　　　 （昭和46年12月27日規則第３号で昭和46年12月27日から施行）
　　　附　則（平成13年４月17日総行市第54号）
　改正後の規約は、総務大臣の許可の日から施行する。
　　　附　則（平成19年１月25日総行市第11号）
　改正後の規約は、平成19年４月１日から施行する。
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　水道用水供給事業の設置等に関する条例をここに公布する。
　　　水道用水供給事業の設置等に関する条例
 （趣旨）
第１条　この条例は、神奈川県内広域水道企業団水道用水供給事業（以下「用水供給事業」という。）の設置
等に関し、必要な事項を定める。
（用水供給事業の設置）
第２条　次条第２項に規定する水道事業者に、酒匂川及び相模川に係る水道用水を供給するため、用水供
給事業を設置する。
 （経営の基本）
第３条　用水供給事業は、常に企業の経済性を発揮するとともに、その本来の目的である公共の福祉を増
進するように運営しなければならない。
２　用水供給事業において水道用水を供給する水道事業者は、神奈川県、横浜市、川崎市及び横須賀市と
する。
３　１日最大給水量は、266万3,800立方メートルとする。
 （組織）
第４条　地方公営企業法（昭和27年法律第292号。以下「法」という。）第14条の規定に基づき、企業長の
権限に属する事務を処理させるため、神奈川県内広域水道企業団（以下「企業団」という。）に総務部、浄
水部及び建設部を置く。
 （重要な資産の取得及び処分）
第５条　法第33条第２項の規定により予算で定めなければならない企業団の用に供する資産の取得及び
処分は、予定価格（適正な対価を得てする売払い以外の方法による譲渡にあっては、その適正な見積価
額）が１億円以上の不動産又は動産の買入れ若しくは譲渡（不動産の信託の場合を除き、土地について
は、その面積が１件２万平方メートル以上のものに係るものに限る。）又は不動産の信託の受益権の買
入れ若しくは譲渡とする。
 （議会の同意を要する賠償責任の免除）
第６条　法第34条において準用する地方自治法（昭和22年法律第67号）第243条の２の８第８項の規定に
より企業団の業務に従事する職員の賠償責任の免除について議会の同意を得なければならない場合は、
当該賠償責任に係る賠償額が500万円以上である場合とする。
 （議会の議決を要する負担付きの寄付の受領等）
第７条　企業団の業務に関し、法第40条第２項目の規定に基づき条例で定めるものは、負担付きの寄付
又は贈与の受領でその金額又は目的物の価額が1億円以上のもの及び法律上企業団の義務に属する損害
賠償の額の決定でその決定に係る金額が500万円以上のものとする。

水道用水供給事業の設置等に関する条例

（ ）昭　和　44　年　７　月　７　日　
神奈川県内広域水道企業団条例第10号　

改正　昭和47年３月31日条例第１号　昭和48年６月15日条例第３号
昭和49年３月30日条例第４号　昭和51年３月27日条例第２号
昭和61年10月30日条例第２号　平成９年11月11日条例第３号
平成14年11月14日条例第４号　平成16年２月16日条例第２号
平成17年11月21日条例第６号　平成24年２月13日条例第１号
平成26年２月12日条例第１号　令和２年１月29日条例第１号
令和３年２月５日条例第３号　令和６年２月８日条例第２号
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 （業務状況説明書類の作成及び公表）
第８条　企業長は、用水供給事業に関し、法第40条の２第１項の規定に基づき、毎事業年度４月１日か
ら９月30日までの業務の状況を説明する書類を11月30日までに、10月１日から翌年３月31日までの
業務の状況を説明する書類を翌年度の５月31日までに作成し、公表しなければならない。
２　前項の業務の状況を説明する書類には、次の各号に掲げる事項を記載するものとする。
　⑴　事業の概況
　⑵　経理の状況
　⑶　その他企業長が必要と認める事項
３　天災事変その他やむを得ない事由により、第１項に定める期日までに同項の業務の状況を説明する書
類を作成し、公表することができなかった場合は、企業長は、その事由がやんだ後すみやかにこれを作
成し、公表しなければならない。
　　　附　則
１　この条例は、公布の日から施行する。
２　第２条に規定する用水供給事業において、酒匂川に係る水道用水を供給するまでの間、酒匂川以外の
水源から取水し、水道用水を供給することができる。
　　　附　則（昭和47年条例第１号）
　この条例は、昭和47年４月１日から施行する。
　　　附　則（昭和48年条例第３号）
　この条例は、昭和48年６月15日から施行する。
　　　附　則（昭和49年条例第４号）
　この条例は、昭和49年４月１日から施行する。
　　　附　則（昭和51年条例第２号）
　この条例は、公布の日から施行する。
　　　附　則（昭和61年条例第２号）
　この条例は、公布の日から施行する。
　　　附　則（平成９年条例第３号）
　この条例は、平成10年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成14年条例第４号）
　この条例は、公布の日から施行する。
　　　附　則（平成16年条例第２号）
　この条例は、平成16年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成17年条例第６号）
　この条例は、平成18年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成24年条例第１号）
　この条例は、平成24年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成26年条例第１号）
　この条例は、平成26年４月１日から施行する。
　　　附　則（令和２年条例第１号）
　この条例は、令和２年４月１日から施行する。
　　　附　則（令和３年条例第３号）
　この条例は、令和３年４月１日から施行する。
　　　附　則（令和６年条例第２号）
　この条例は、令和６年４月１日から施行する。
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